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研究成果概要 
太陽光発電パネルは雪圧による変形もなく、問題なく運用中である。南北異方性

（ z( )）の日平均値を解析した結果、GMDNのデータと名古屋大学観測のGG成分とのよい

一致が見られた。時折見られる両者の間の違いは、GG成分に対する ( )と ( )からの寄与

によることが判った。また、GMDNの要素宇宙線計であるクウェート宇宙線計の検出面積

を拡張するため、宇宙線研究所の許可を得て予備の比例計数管12本をクウェートへ輸送し

た。この結果、クウェート宇宙線計の検出面積を約2.5倍に拡張することが出来た。拡張後

のクウェート宇宙線計は2015年3月29日から連続観測を開始している。 
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